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Recent popularization of high-performance mobile devices allows us to experience applications with 
augmented reality technology. However, most of these applications only superimpose virtual objects or 
information on camera images. Moreover, the operation method is not realistic. In this paper, we develop an AR 
building block application for mobile devices that use real actions, which can enjoy rolling down balls by 
building blocks including halls and paths.  









































































ットの 2 種類のターゲットを使用する．2 種類のターゲッ









































































































































































































































































































図 4 に示したとおりであり，ユーザは合計 18 種類の仮想
オブジェクトを扱うことができる．	
	
	
図１１ 基準ターゲット上の操作スペースの割り当て 
	
（７）ガイドライトの挙動について 
操作ターゲットの下方に投影されるガイドライトは，
常に重力方向に投影される．カメラ画像越しでは表示さ
れるオブジェクト同士の距離感がわかりづらいが，この
ガイドライトが配置済みブロック上や作業平面上に投影
されることで，操作ターゲットの位置を相対的に把握し
やすくなる．投影する距離は操作ターゲットの高さによ
って変化し，必ず作業平面まで投影される．また作業平面
と設置している場合は，スケールを変化させることで波
紋のように表示し，視認を可能としている． 
ガイドライトには，その色によってブロックの配置が
可能かどうかをユーザに示す役割もある．配置可能な場
合のガイドライトは緑色だが，配置ができない場合は赤
色となる． 
 
５．	結論 
本研究にて，ブロックを掴んで置くという現実の動作
を活かした操作方法によって仮想的な積木を行うことが
できるモバイル向け AR アプリケーションを開発した．こ
れにより，印刷したターゲットとカメラを搭載したモバ
イル端末があれば，現実的な動作で AR 表示された仮想的
な物体を操るという体験ができるようになった．従来の
同様の研究と比較し，より現実の積木に近い操作感とゲ
ーム性を持ったシステムになったと考える．	
本アプリケーションを用いて制作した造形物に玉を転
がしている様子を図 12 に示す．	
	
	
図１２ ブロックの積み上げ例 
	
今後は操作性を評価し，現実的な動作による操作を保
ちつつ操作性を良くするための工夫や表現を模索する必
要がある．また将来的には SLAM 技術や深度カメラを使用
することで，操作性の改善と同時に，より現実的な表現が
可能になると考える．本システムで提案した，実体として
存在するARターゲットの状態によって仮想的なインタラ
クションを加えるという手法は，様々なものを AR 技術で
再現する際に利用できると考える．	
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